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議
論
を
成
立
さ
せ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
座
長
二
京
極
高
宣
日
本
社
会
事

業
大
学
学
長
は
、
「
戦
後
改
革
は
こ
れ
か
ら
で
介
護
保
険
も
こ
れ
か
ら
、

財
政
的
裏
付
け
が
な
い
と
こ
れ
も
破
綻
す
る
」
「
議
論
は
ま
だ
進
ん
で

い
く
。
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
基
準
も
議
論
い
た
だ
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障
害
者
福
祉
施
策
を
め
ぐ
る
動
向
と
課
題
薗

 
部
 
英
 
夫

一
す
べ
て
は
「
財
政
」
 
最
後
の
障
害
者
部
会

日
比
谷
公
園
に
面
し
た
厚
生
労
働
省
は
、
見
上
げ
る
と
巨
大
な
墓
標

に
見
え
る
。
そ
の
会
議
室
で
、
第
二
四
回
社
会
保
障
審
議
会
障
害
者
部

会
が
一
月
二
五
日
に
開
か
れ
た
。
効
き
す
ぎ
る
暖
房
と
空
調
の
悪
い
会

議
室
の
傍
聴
席
で
「
最
後
の
会
合
」
を
メ
モ
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
約
二
時

間
余
の
会
合
で
、
ほ
と
ん
ど
が
厚
生
労
働
省
の
提
案
説
明
に
さ
か
れ
、
 

二
 
巨
大
戦
艦
を
幸
い
す
が
止
め
た
 
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
上


限
阻
止


ト
ピ
ッ
ク
は
二
〇
〇
三
年
一
月
。
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
支
援
費
制

度
で
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
利
用
時
間
枠
を
実
質
的
に
制
限
す
る
国
の
動
き

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
利
用
時
間
を
一
日
四
時
間
 
（
月
一
二
〇
時
間
）

に
す
る
と
い
う
。
こ
れ
は
二
四
時
間
の
介
助
を
必
要
と
す
る
重
度
障
害

者
に
は
、
日
常
生
活
そ
の
も
の
が
な
り
た
た
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
こ
れ
に
対
す
る
障
害
者
団
体
の
動
き
は
機
敏
だ
っ
た
。

「
朝
四
時
に
出
て
き
ま
し
た
。
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
で
電
動
車
い
す
で
の
移

動
は
た
い
へ
ん
だ
っ
た
け
ど
、
生
活
か
か
っ
て
る
か
ら
、
命
か
か
っ
て

る
か
ら
、
負
け
ら
れ
な
い
」
。

問
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
か
ら
六
日
目
の
一
六
日
、
「
緊
急
の
集
い
」

が
呼
び
か
け
ら
れ
、
開
会
の
一
時
間
前
に
は
厚
労
省
ロ
ビ
ー
は
す
で
に

一
〇
〇
人
を
越
え
、
続
々
と
ひ
と
が
続
い
た
。

「
選
べ
る
福
祉
を
と
い
っ
て
お
い
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
に
は
利
用
制
限
、

地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
は
一
般
財
源
化
と
い
う
の
は
ど
う
見
て
も
不
合
理
。

そ
れ
を
突
然
一
方
的
に
発
表
す
る
。
ど
う
し
て
も
納
得
で
き
な
い
」

「
集
い
」
参
加
者
は
一
二
〇
〇
人
を
越
え
、
薬
害
エ
イ
ズ
問
題
以
来
、

最
大
規
模
の
抗
議
行
動
が
厚
労
省
の
内
 
（
写
真
）
 
と
外
で
続
い
た
。

し
か
し
、
厚
労
省
の
強
固
な
基
本
的
姿
勢
は
変
わ
ら
な
い
。
と
こ
ろ

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
フ
ル
活
用
し
て
障
害
者
自
ら
が
怒
り
の
情
報
を

交
流
し
あ
い
、
東
京
や
大
阪
な
ど
二
〇
を
越
え
る
自
治
体
か
ら
も
「
緊
 

く
」
と
不
気
味
な
最
後
の
ま
と
め
を
し
て
い
た
。

急
要
請
」
が
届
け
ら
れ
た
。
自
民
、
民
主
、
共
産
、
社
民
の
国
会
議
員

も
動
き
は
じ
め
た
。
マ
ス
コ
ミ
は
こ
れ
を
大
き
く
報
道
し
、
「
障
害
者

の
声
を
聞
け
」
と
大
新
聞
も
社
説
し
た
。
障
害
者
の
小
さ
な
声
が
大
き

な
杵
と
な
り
、
世
論
を
興
し
た
。
情
勢
は
変
わ
っ
た
。
そ
し
て
、
二
八

日
、
「
巨
大
戦
艦
を
車
い
す
が
止
め
た
」
と
い
わ
れ
た
勝
利
集
会
を
か

ち
と
っ
た
の
だ
。
思
え
ば
、
こ
れ
が
は
じ
ま
り
だ
っ
た
。

三
 
支
援
費
破
綻
、
介
護
保
険
統
合
は
必
然
？

そ
の
後
、
障
害
福
祉
課
長
や
企
画
課
長
は
続
々
と
交
代
。
障
害
者

（
児
）
 
の
地
域
生
活
支
援
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
も
何
度
も
開
か

れ
た
。
し
か
し
、
年
の
暮
れ
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
関
連
で
五
〇
億
円
、
居

宅
支
援
費
で
一
〇
〇
億
円
の
不
足
が
明
ら
か
に
な
る
。
障
害
福
祉
課
は

「
単
価
基
準
の
見
直
し
 
（
削
減
）
」
を
打
ち
出
し
、
こ
れ
に
対
し
て
障
害

者
団
体
は
統
一
し
て
、
見
直
し
の
白
紙
撤
回
を
強
く
要
望
。
課
長
は

「
申
し
訳
な
か
っ
た
」
 
「
事
業
は
現
状
を
当
面
維
持
す
る
」
と
述
べ
た
。

と
こ
ろ
が
翌
年
度
も
財
源
不
足
は
続
く
。

明
け
て
二
〇
〇
四
年
一
月
。
翌
年
の
改
正
が
せ
ま
っ
た
介
護
保
険
に

関
し
て
、
社
会
保
障
審
議
会
の
介
護
保
険
部
会
と
障
害
者
部
会
 
（
前

述
）
 
の
両
方
で
 
「
統
合
問
題
」
が
審
議
開
始
さ
れ
る
。
同
時
期
、
障
害

保
健
福
祉
部
長
か
ら
の
 
「
支
援
費
制
度
の
成
果
を
評
価
し
た
う
え
で
、

今
後
末
永
く
前
進
さ
せ
て
い
く
た
め
の
方
法
と
し
て
、
介
護
保
険
と
支

授
費
制
度
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
の
要
請
を
 

月刊社会教育 2Cり5．4 7β 

77 



る
も
の
の
、
結
果
と
し
て
、
ま
す
ま
す
国
は
果
た
す
べ
き
責
任
を
の
が
 
 

れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
に
、
今
年
の
一
〇
月
か
ら
は
、
障
害
 
 

者
の
公
費
負
担
医
療
は
一
割
負
担
が
実
施
さ
れ
、
来
年
古
か
ら
入
所
 
 

施
設
で
の
食
費
は
実
費
に
と
、
一
〇
月
か
ら
制
度
が
が
ら
り
と
か
わ
る
 
 

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

障
害
者
年
金
は
、
現
在
、
二
級
で
月
攣
ハ
六
二
〇
八
円
（
ほ
と
ん
ど
 
 

が
二
級
だ
）
、
一
級
で
す
ら
月
鶴
八
二
七
五
人
円
に
過
ぎ
な
い
（
北
欧
 
 

で
は
同
年
齢
の
市
民
と
同
額
か
、
そ
れ
以
上
が
支
給
さ
れ
て
い
る
）
。
 
 

そ
こ
か
ら
負
担
上
限
は
四
万
二
〇
〇
円
（
低
所
得
は
負
担
上
限
一
万
五
 
 

〇
〇
〇
円
～
二
万
四
六
〇
〇
円
）
、
さ
ら
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
生
活
 
 

し
、
適
所
施
設
に
通
う
知
的
障
害
者
は
、
「
応
益
負
担
」
と
と
も
に
、
 
 

適
所
施
設
に
お
け
る
食
費
も
負
担
。
入
所
施
設
に
い
る
身
体
障
害
者
は
、
 
 

食
費
も
含
め
て
、
月
六
万
円
を
越
え
る
。
本
人
が
払
え
な
け
れ
ば
「
扶
 
 

養
義
務
者
＝
同
一
世
帯
の
き
ょ
う
だ
い
、
子
」
が
徴
収
の
対
象
と
な
る
 
 

（
親
は
さ
す
が
に
外
し
た
よ
う
だ
が
）
。
 
 
 

以
上
が
現
在
進
行
形
の
状
況
で
あ
る
。
事
態
は
じ
つ
に
深
刻
だ
。
 
 

六
 
地
域
で
の
連
帯
と
国
際
的
運
動
に
希
望
 
 

二
月
二
〇
日
の
日
曜
の
朝
、
私
の
住
む
東
京
の
小
さ
な
町
で
、
市
内
 
 

の
、
障
害
乳
幼
児
期
か
ら
学
齢
、
成
人
期
の
子
ど
も
の
い
る
お
母
さ
ん
 
 

お
父
さ
ん
な
ど
二
十
数
人
が
図
書
館
会
議
室
に
集
っ
た
。
目
的
は
国
の
 
 

新
法
と
市
の
新
し
い
福
祉
計
画
の
学
習
。
い
ず
れ
も
内
容
を
知
る
や
即
 
 

受
け
、
障
害
者
団
体
は
厚
労
省
と
の
勉
強
会
を
一
月
末
か
ら
三
月
に
か
 
 

け
六
回
持
っ
た
。
四
月
三
〇
日
に
は
都
内
で
厚
労
省
と
の
公
開
対
話
集
 
 

会
も
企
画
し
、
六
〇
〇
人
が
集
っ
た
。
 
 
 

こ
う
し
た
な
か
で
、
日
本
障
害
者
協
議
会
 
（
1
D
）
 
な
ど
の
一
貫
し
 
 

た
主
張
は
、
「
問
題
を
支
按
費
制
度
の
介
護
保
険
へ
の
統
合
に
燻
小
化
 
 

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
所
得
保
障
や
扶
養
義
務
の
見
直
し
 
（
給
付
単
位
の
 
 

見
直
し
）
 
を
は
じ
め
、
雇
用
就
労
環
境
の
改
善
、
住
宅
の
整
備
等
、
障
 
 

害
者
施
策
全
体
の
見
直
し
」
 
で
あ
る
。
 
 
 

結
論
的
に
は
、
二
〇
〇
六
年
四
月
の
介
護
保
険
へ
の
統
合
は
破
綻
 
 

（
先
送
り
？
）
 
す
る
。
「
介
護
保
険
統
合
は
必
然
」
と
い
ち
早
く
表
明
す
 
 

る
団
体
の
動
き
も
あ
り
、
障
害
者
団
体
全
体
の
意
見
が
ま
と
ま
ら
な
か
 
 

っ
た
こ
と
と
と
も
に
、
最
大
の
理
由
は
、
財
界
に
よ
る
拒
絶
だ
っ
た
。
 
 

す
な
わ
ち
、
介
護
保
険
制
度
の
 
「
見
直
し
」
 
の
根
本
は
、
介
護
保
険
を
 
 

「
持
続
可
能
な
制
度
」
 
に
す
る
た
め
の
、
「
給
付
の
抑
制
」
 
「
被
保
険
者
 
 

の
拡
大
」
 
「
利
用
料
の
増
額
」
 
で
あ
り
、
障
害
者
の
統
合
は
「
被
保
険
 
 

者
拡
大
」
 
の
た
め
の
 
〝
道
具
″
 
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
 
 

四
 
突
然
の
「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
登
場
 
 
 

「
月
替
わ
り
の
メ
ニ
ュ
ー
」
 
の
よ
う
に
、
メ
ニ
ュ
ー
そ
の
も
の
が
突
然
 
 

変
わ
る
。
障
害
者
団
体
が
求
め
て
い
た
の
は
「
財
源
論
的
な
観
点
か
ら
 
 

の
表
層
的
な
提
言
、
場
当
り
的
な
政
策
変
更
で
は
な
く
、
時
間
を
か
け
 
 

な
が
ら
関
係
団
体
と
の
合
意
を
図
り
つ
つ
、
し
つ
か
り
と
し
た
理
念
と
 
 

行
動
に
移
り
、
市
の
担
当
者
を
よ
ん
で
福
祉
計
画
の
説
明
会
を
聞
か
せ
 
 

る
と
と
と
も
に
、
「
私
た
ち
自
身
が
も
っ
と
情
報
交
換
し
、
連
帯
し
な
 
 

け
れ
ば
」
と
市
障
害
児
者
関
係
者
連
絡
会
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う
。
顔
 
 

の
見
え
る
地
域
で
の
怒
り
と
連
帯
は
本
物
だ
。
今
、
こ
う
し
た
地
域
で
 
 

の
小
さ
な
と
り
く
み
が
各
地
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
 
 

一
方
、
国
連
で
は
障
害
者
権
利
条
約
策
定
に
む
け
て
、
第
五
回
特
別
 
 

委
員
会
が
右
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
。
画
期
的
な
こ
と
は
、
 
 

こ
れ
に
わ
が
国
の
障
害
者
団
体
は
代
表
を
派
遣
し
続
け
、
日
本
政
府
代
 
 

表
団
に
N
G
O
と
し
て
二
人
を
送
っ
て
い
る
。
国
内
に
お
い
て
は
、
外
 
 

務
省
を
軸
に
、
内
閣
府
、
厚
労
省
、
文
科
省
、
法
務
省
な
ど
関
係
す
る
 
 

各
省
庁
と
N
G
O
（
日
本
障
害
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
1
D
F
、
昨
年
秋
に
結
 
 

成
）
と
二
年
に
わ
た
り
懇
談
会
を
つ
づ
け
て
い
る
。
障
害
者
権
利
条
約
 
 

の
策
定
と
と
も
に
日
本
政
府
の
批
准
、
国
内
法
の
改
正
が
迫
ら
れ
る
こ
 
 

と
と
と
な
る
。
 
 
 

障
害
者
の
権
利
を
守
り
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
、
す
べ
て
の
人
び
と
 
 

の
幸
福
に
つ
な
が
る
た
め
、
運
動
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
き
た
い
。
 
 

（
そ
の
べ
・
ひ
で
お
＝
全
国
障
害
者
問
題
研
究
会
事
務
局
長
、
日
本
障
害
者
 
 

協
議
会
理
事
）
 
 
 

占
本
陣
害
者
協
議
会
（
1
D
）
支
按
費
の
介
護
保
険
統
合
を
考
え
る
ペ
 
 

ー
ジ
 
 
 

h
亭
＼
＼
ヨ
1
声
ロ
O
r
ヨ
賀
e
L
n
e
旨
＼
☆
d
h
豆
n
e
w
s
N
0
0
A
 
 
 

・
障
害
者
権
利
条
約
を
考
え
る
ペ
ー
ジ
 
 
 

h
亭
＼
＼
∃
声
n
g
l
n
e
－
・
〇
r
旨
＼
b
O
ミ
U
ミ
U
声
h
邑
 
 

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
真
の
改
革
」
で
あ
っ
た
。
 
 
 

そ
こ
に
一
〇
月
。
ま
さ
に
突
然
に
、
「
改
革
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
 
 

案
」
が
提
示
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
障
害
種
別
の
格
差
、
縦
割
り
制
度
か
 
 

ら
の
転
換
、
施
設
単
位
か
ら
個
人
単
位
へ
の
支
払
い
方
式
へ
の
転
換
、
 
 

施
設
体
系
の
見
直
し
な
ど
、
長
年
の
課
題
を
解
決
す
る
積
極
的
な
側
面
 
 

を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
年
が
明
け
新
法
が
姿
を
見
せ
始
め
 
 

る
と
、
「
大
き
な
名
前
を
つ
け
す
ぎ
た
。
勇
み
足
で
言
っ
て
し
ま
っ
た
」
 
 

（
厚
労
省
幹
部
）
 
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
輝
き
を
急
速
に
失
っ
て
い
く
 
 

（
詳
瀾
は
、
峰
島
・
白
沢
・
多
田
編
『
障
害
者
福
祉
制
度
改
革
 
な
に
 
 

が
問
題
か
』
全
障
研
出
版
部
、
四
月
刊
行
を
参
照
）
。
 
 

五
 
猛
烈
な
負
担
増
強
い
る
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
案
 
 

さ
て
、
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
た
新
法
・
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
 
 

案
は
、
二
月
一
〇
日
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
五
月
中
頃
か
ら
六
月
に
国
 
 

会
で
議
論
さ
れ
る
予
定
だ
。
改
正
の
と
も
な
う
関
係
法
律
は
、
社
会
福
 
 

祉
法
を
は
じ
め
身
体
障
害
者
福
祉
法
や
知
的
障
害
者
福
祉
法
、
精
神
保
 
 

健
福
祉
法
等
、
三
七
法
律
五
七
条
項
に
お
よ
び
、
ま
さ
に
戦
後
最
大
の
 
 

改
革
と
な
る
。
大
ま
か
に
い
え
ば
、
①
介
護
保
険
の
基
準
に
支
援
費
を
 
 

あ
わ
せ
る
、
①
原
則
一
割
負
担
 
（
応
益
負
担
）
、
③
給
食
費
は
実
費
負
 
 

担
、
④
施
設
制
度
改
革
と
し
て
、
障
害
種
別
を
こ
え
て
一
本
化
し
、
従
 
 

来
の
 
「
適
所
授
産
」
施
設
を
な
く
す
、
⑤
「
市
町
村
障
害
者
計
画
」
 
の
 
 

義
務
化
だ
。
福
祉
の
窓
口
が
身
近
な
市
町
村
に
な
る
こ
と
は
歓
迎
さ
れ
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